





























出版によって、すでに岩波書店より刊行されていた 第三、第四作の『リヴァイアサン号殺人事件』 『アキレス将軍暗殺事件』を含めたファンドーリン・シリーズ最初期の四作品がようやく時系列を追える形 そろい踏みということになった。本国ロシアではすべ 同じ一九九八年に発表され、アクーニンを現代ロシア文学界のスターダムへと一気 押し上げたこれら四作品は、一口にシリーズものと言ってもそれぞれ舞台も違えば語り口も違う まったく異なった特徴を個々 そなえた作品であり、どれから読ん も問題なく楽しめるつくりにはなっている。とは言えやはり『堕天使殺人事件』にはその後の作品で重要な役回 を演じる人物たちが数多く登場する 、ま
たなにより、少々頼りない「青年」ファンドーリンから一風変わった性格の持ち主である切れ者の「探偵」ファンドーリンがどのようにして誕生したのか、その経緯を描いた作品でもあるので、これからアクーニンを楽しもうとお考えであれば、ぜひ一作目から順にひも解かれることをおすすめしたい。二 目の『トルコ捨駒スパイ事件』で、ファンドーリンが露土戦争の白煙立ち込めるトルコやブルガリアで一大推理活劇をくり広げるのも、 『堕天使殺人事件』で明らかにされ ある事実が直接の発端となってい 。　
一八七六年のロシアを舞台とする『堕天使殺人事件』 、その







『悪霊』を読んだかどうかたずねるシーンが出てくる。カリスマ的な青年に感化された若者たちが秘密結社を組織して革命思想やラディカルな宗教論に熱狂し、ついには内部分裂を起こし転落していくさまを描いた『悪霊』が雑誌「ロシア報知」に発表されたのが一八七一～二年であり、ファンドーリンたちにとってはまさに同時代の人気作家の新作だ。十九世紀後期のロシアでは、一九六一年の農奴解放をひとつの象徴として、 ベラルな思想の伸長がいちじるしかったのだが、そうなると今度は逆にそれに抗する反動勢力も力を強める結果となり、一言言って非常に不安定な世情を呈していた。ロシア皇帝アレクサンドル二世が専制政治を打倒しようとする急進派に暗殺さたのが一八八一年、 『堕天使殺人事件』の作品世界 五年後である。　
アクーニンはこうした時代状況を巧みに作品に反映させ、た
んなる推理小説としてだけではなく歴史小説として 厚みも持たせることに成功 いる。たいていの推理小説には、犯人が自身の犯行をあばかれたあと、犯行の動機を滔々と開陳するお約束のようなものが存在して て 『堕天使殺人事件』もその例に漏れてい いが、おも ろいのは本作 明か る動機が一個人の私怨や利害にまつわることがら 、もっとス
ケールの大きな、ロシアをはじめとする各国の政体を揺るがしかねない陰謀であるというところだ。 『堕天使殺人事件』は「探偵
vs犯人」のミクロな頭脳戦であるのみならず、 警察という「体
























の解説を書けば書くほど、これはどうにも小説そのものを楽しむのに適した態度とは言えない で ないかと う思 駆られる。いくども 調しているように、本 は一義的にはあく
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化されたもの ぜひ見てみたいと う気がする。だがまずは、『堕天使殺人事件』の本文に織り込まれた十九世紀文学の香りと、現代ロシア文学的な卓抜な技巧を、こなれた翻訳によって楽しもうではないか。 「重い・暗い・長い」と避けられがちなロシア文学への入り口としてもうっ つけだろ 。　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　
   （笹山啓）
